
 
※本図は、ヒグマの主要な移動ルートや出没対策の水際となる「山林から道央自動車道周辺にかけての境界エリア」を分かりやすく表示するため、市域主要対策地域を抜粋したマップとなっています。 

※本図の東側（右側）の枠外に広がる平地・居住エリアについては、全域が「排除地域」として定義され、西側（左側）の枠外に広がる奥山については、全域が「コア生息地」として定義されます。 


